
北海道知事

【特集】平成29年度北海道予算

広 報 紙

発行／北海道総合政策部知事室広報広聴課 〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目 ☎（011）204-5110  FAX（011）232-3796
こうほうこうちょう

広 報 紙

●歳入・歳出の構成

歳　入
2兆7,534億円

歳　出
2兆7,534億円

6,058億円
22.0％

4,987億円
18.0％

6,190億円
22.5％6,265億円

22.8％

3,045億円
11.1％

989億円
3.6％

道税

地方交付税

地方譲与税等

7,157億円
26.0％

4,034億円
14.7％

5,218億円
18.9％

総務費・総合政策費・
環境生活費・
災害復旧費等

国庫支出金

その他

建設費 4,395億円
16.0％

2,325億円
8.4％

1,450億円
5.3％

経済費

農政費・
水産林務費

1,307億円
4.7％

警察費

1,648億円
6.0％

教育費

保健福祉費

道債

▶特集（平成29年度北海道予算）に関するお問い合わせ  道庁財政課 ☎（011）204-5030

　平成29年度予算は、昨年度と比較
して712億円減の2兆7,534億円とな
りました（一般会計）。
　今年度予算は、施策全般にわたる
見直しの徹底や、さまざまな収支対策
に取り組み、昨年度に引き続き、収支
の均衡を図りましたが、道財政は、平
成30年度以降も多額の収支不足額
が見込まれるなど、依然として厳しい
状況にあります。
　今後も、予算の効率的な執行や歳
入確保に取り組むなど収支不足の解
消に努め、人口減少などの道政上の
課題への対応と財政の健全化との両
立を目指します。

　今年度は、次の二つの基本姿勢で道政運営に取り組んでいきます。
●知恵と行動で未来を拓く道政・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　農林水産業をはじめとする地域の産業をしっかりと守り、さまざまな
国や地域との間で人やモノの交流が広がり、国内外から憧れの地として
発展し続ける北海道を目指します。そのために、行政の総合力を発揮
し、知恵と行動で新たな価値を創造していきます。
●人々が輝く社会、安心の暮らしを実現する道政・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　あらゆる世代が安心して暮らせる活力に満ちた地域社会を築くこと
ができるよう、高い目標を持って果敢にチャレンジしていきます。また、
自然災害などいかなる事態にも対応できる安全な社会基盤づくりを第
一に考え、道政運営を進めます。
　こうした姿勢で、今年度は 「新・グローバル戦略の展開新・グローバル戦略の展開」 「未来志向の未来志向の
人財育成人財育成」 「地域経済のグレードアップ地域経済のグレードアップ」 「次代へつなぐ地域づくり次代へつなぐ地域づくり」 と
いう四つの視点に基づく取り組みを進めていきます（具体的な内容は
中面参照）。

誰もが安心して
住み続けられる社会を築くため、
地域創生を進化させていきます。
平成29年度北海道予算が決まりました。
概要とあわせ、道政に臨む二つの基本姿勢と重点的な取り組みを紹介します。
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平成29年度予算の概要道政に臨む基本姿勢と重点的な取り組み人口減少・危機突破に向け
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北海道予算 検索

公債費（道債など
借入金の返済）

人々が輝く
豊かなふるさと北海道を
ともに築いていきましょう。

　いま、世界は日々変化を続け、先を見通すこ
とが難しい時代といえます。そうした中で大
切なことは、将来への確かな展望を持ち、直面
している人口減少などの危機を乗り越え、豊
かなふるさと北海道を次の世代に引き継いで
いくことです。
　道はこれまで、「人口減少・危機突破」を最重
要課題とし、人や資金を「増やし」、「呼び込み」、
「逃さず」、「価値を高める」といった戦略を掲げ、
官民連携による取り組みを進めてきました。
　そうした基盤を生かしながら、創造力を高
め、実行力を磨き、発信力を強化することに
よって、地域創生をさらにステップアップさ
せ、進化させていきます。
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道議会
定例会の概要などをお伝えします。

ようがい

報
告

お問い合わせは▲

マークの窓口、またはホームページへ。
お問い合わせは

赤れんが赤れんが
お知らせ

▶道庁雇用労政課 ☎(011)204-5354

▶道庁生物多様性保全課 ☎(011)204-5205

▶道庁女性支援室 ☎(011)206-6954 ▶道庁食品衛生課 ☎(011)204-5261

▶道庁政策局参事 ☎(011)204-5106

▶道庁危機対策課 ☎(011)204-5008

北海道　毒草ハンドブック 検索北の女性 検索

　女性の活躍をオール北海道で応援す
る官民一体の組織、「北の輝く女性応援
会議」。女性活躍推進のためには、トップ
が明確なメッセージを発信し、強いリー
ダーシップを発揮することが重要です。
そこで、応援会議構成員のトップによる
応援メッセージをリレー形式で発信し
ています。
　高橋知事を皮切りとし12月まで順次、
北海道女性活躍ポータルサイト「北の女
性★元気・活躍・応援サイト」で発表し
ます。トップの方々からの熱い思いを込
めたメッセージ、ぜひお読みください。

　入山前には最新の気象情報を確認
し、入山中は経験を過信せず状況の変
化に対応しましょう。天気が急変したと
きには冷静に判断し行動しましょう。

●　気象情報に注意をしましょう
●　登山届の提出を忘れずに
●　残雪に注意し、なだれへの心構えと装備
　を整えましょう
●　医薬装備を整えましょう
●　緊急時の連絡手段を用意しましょう
●　山岳保険に加入しましょう
●　登山計画書は全員で検討し、内容を理
　解しましょう

動物を捨てることは犯罪です！
　犬や猫などの愛護動物を山林に捨て
るなどして遺棄することは、動物の愛護
及び管理に関する法律の違反となり
100万円以下の罰金が科せられます。
　やむを得ない事情で飼えなくなった
場合は、知人・友人に呼びかけたり、飼い
主募集のポスターを作ったりするなど、
責任を持って新しい飼い主を探してくだ
さい。

▶北のめぐみ愛食フェア実行連絡会
　☎（011）233-4440
▶道庁食品政策課 ☎（011）204-5432

大地くんと
めぐみちゃん

春山登山の事故防止について

　庭や野山に見られる山菜の中には、
食用との区別が難しい有毒植物があり
ます。
　正しい知識を身につけて食中毒を防
ぎましょう。

　食用と間違えや
すい有毒植物をま
とめたハンドブック
のダウンロードはこ
ちら

有毒植物による食中毒に注意を

平成29年第１回定例会
(2/24～3/23)

　第1回定例会の代表質問（5人）では知
事の政治姿勢や道政全般について、一般
質問（22人）では道政上の重要な諸課題
について、活発な議論が交わされ、知事
から提出された予算案33件、条例案38
件、その他の案件の6件を原案可決、人
事案件3件が同意議決され、議員及び委
員会から提出された会議案2件、決議案
1件、意見案3件が原案可決されました。
　なお、予算特別委員会からは、付託議
案の審査経過を踏まえ、新たな経営形態
のもとで道立病院が引き続きその機能
と役割を果たしていくための病院経営の
改善に向けた取り組み、中長期的な視点
に立った戦略的な人材確保策の検討と
速やかな実行、国の原子力規制委員会か
ら示された積丹半島周辺の地形に関す
る見解などを北海道電力が誠実に受け
とめるよう道として強く働きかけ電力の
安定供給の実現に努めること、今後の鉄
道機能の維持・確保に向けた支援を行う
に当たって道民の理解が得られる内容
を国や地元と協調しながら進めること、
について意見が付されました。
■平成29年度一般会計予算
●総額２兆7534億200万円
※詳しくは「【特集】平成29年度北海道
　予算」をご覧ください。
■平成28年度一般会計補正予算（第７号）
●総額13億9800万円

■平成28年度一般会計補正予算（第８号）
●総額823億6200万円減額
■平成28年度一般会計補正予算（第９号）
●総額5億2400万円
■可決された会議案
●北海道みんなの日条例
※詳しくは左側の「北海道みんなの日」
　のお知らせをご覧ください。
●北海道議会委員会条例の一部を改正
　する条例
■可決された決議案
●朝鮮民主主義人民共和国のミサイル
　発射に抗議する決議
■可決された意見案
●日ロ両国における相互信頼関係の構築
　等を求める意見書
●海洋ごみの処理等の推進を求める意
　見書
●障がい者やその家族を支える環境整
　備の充実を求める意見書

北 海 道 議 会 検索

▶議会事務局政策調査課 ☎(011)204-5691

～ホームページをご覧ください～
　道議会ホームページでは、議員一
覧、議会の日程、議会中継、本会議
の審議概要、傍聴・見学や請願・陳
情提出のご案内、議会時報など、さ
まざまな情報をパソコンやスマート
フォンでご覧いただけます。
　なお、質問などの詳細は、市町村
役場等に配付している冊子「北海道
議会時報」でもご覧いただけます。

～次回定例会のお知らせ～
　平成29年第２回定例会は、６月下
旬に開会の予定です。最新情報は、
ホームページや北海道議会ツイッ
ターなどでご確認ください。

北のめぐみ愛食フェア
食を、愛す。

●　食べられるか判断のつかない山菜は絶
　対に採らない、食べない、他人にあげない
●　山菜を採るときは1本1本よく確認し、調
　理前にまた確認しましょう
●　万が一山菜を食べて異常を感じたら、す
　ぐに医師の診察を受け、他人にあげた
　場合は、そちらも異常がないか確認して
　ください。食べ残し
　は捨てないでおき
　ましょう

妊娠・出産などによる職場で
の嫌がらせはありませんか

北の輝く女性応援会議
トップリレー
応援メッセージ

　妊娠・出産したことや、育児・介護のた
めの制度を申出・取得したことが理由で、
上司や同僚からハラスメント（嫌がらせ）
があってはなりません。事業主は防止の
ための対策を立てることが義務となって
います。あなたがハラスメントを受けた
場合は、相談窓口を社内に設けるなど、
会社への対応を求めることが大切です。
　社内に相談相手がいないときや社外
で相談したいときは、一人で悩まず北海
道労働局に相談してください。

サッポロビール園

　道産食材を生産者が持ち寄り、対面
販売で消費者の皆さんにお届けします。
　生産者の人柄や思いに触れられる産
直市にぜひお出かけください。

会　場 日　程
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日程未定

6/25、7/30

 5 /23～26
 6 /21～23
 7 /17～21
 9 / 5 ～ 8
10/10～13

 6 /15 ・ 16
 8 /28～31
 9月以降未定

 6 /28～30
 7 /26～28
 9 /27～29
10/25～27
11月以降未定

 6 /10 ・ 11
 7 / 8  ・  9
 8 /11～13
 9 /16～18

 7 / 1 ・  2

※日程などは変更になる
　場合があります。

［相談窓口］
厚生労働省北海道労働局
雇用環境・均等部指導課
☎（011）709-2715

▶道庁地域福祉課
　☎(011)204-5267

民生委員・児童委員は地域
の身近な相談相手です

創設100周年チラシ

　北海道に新しい記念日ができました。
　松浦武四郎が、明治政府に「北加伊
道」という名称を提案した7月１７日を、
「北海道みんなの日（愛称：道みんの
日）」としました。
　「北海道みんなの日」が、北海道に
暮らす皆さんにとって、本道のこれま
での歴史や文化、風土を見つめ直し、
価値を再認識し、一体となってより豊
かな北海道を築いていくきっかけとな
るとともに、道外から本道を訪れる
方、北海道にゆかりがある方に本道の
魅力を発信する機会となることを期
待しています。
　なお、「北海道みんなの日」には、記
念行事を実施するほか、右記の道立施
設において、常設展示の観覧料や入場
料などが無料になります。ぜひご利用
ください。

　詳しくは、こちらをご覧ください。
道庁ホームページから

毒草ハンドブック

高橋知事のメッセージ

　民生委員・児童委員は、住民の立場
で地域の福祉を担うボランティアで、
この委員制度はことし創設100周年を
迎えます。
　医療や介護、子育ての不安などの相
談に応じ、関係機関へのつなぎ役に

なります。秘密を
守る義務があり、
内容が他の人に伝
わることはありま
せん。安心してご
相談ください。

7月17日は「北海道みんなの日」
（愛称：道みんの日）です

［博物館・美術館］
■北海道博物館（札幌市厚別区）
■北海道開拓の村（札幌市厚別区）
■文学館（札幌市中央区）
■オホーツク流氷科学センター（紋別市）
■北方民族博物館（網走市）
■近代美術館（札幌市中央区）
■三岸好太郎美術館（札幌市中央区）
■旭川美術館（旭川市）
■函館美術館（函館市）
■帯広美術館（帯広市）

［公園・体験活動施設など］
■道民の森（当別町・月形町）
■北海道子どもの国（砂川市）
■オホーツク公園（網走市）
■宗谷ふれあい公園（稚内市）
■ゆめの森公園（中標津町）
■ネイパル砂川（砂川市）
■ネイパル深川（深川市）
■ネイパル森（森町）

道みんの日 検索

次代へつなぐ地域づくり

●ASEAN（東南アジア諸国連合）をはじめとしたアジアとの交流を広げるとともに、
　ハワイ州との新たな友好関係を築きます。
●道や札幌市などが設置する海外拠点の連携により、アジアでの市場開拓を進めます。
●極東地域に加え欧露部、いわゆるヨーロッパロシアも含めたロシアとの経済交流
　の活発化に取り組みます。

世界の潮流をとらえたグローバル展開 ライフステージに応じた少子化対策の強化

女性・若者の力が発揮できる環境づくり

「北海道暮らし」の魅力創造と発信

インバウンドの加速化による「稼ぐ観光」の確立

攻めの農林水産業の推進

価値を産み出す企業や人の呼び込み

●2018年の北海道150年に向けたキックオフイベントを実施します。
●道民が主役で進める「北海道みらい事業」の支援などに取り組みます。

●輸出品目の多様化や海外拠点を
　活用した販路開拓、物流網の拡充
　を図るとともに、フード特区の取り
　組みをステップアップするなど、食
　産業の競争力強化を図ります。
●企業と1次産業をつなぎ、新たな
　プロジェクトを創り出す「産業連携
　推進オフィス」を設置します。
●農畜産物の品目別プロモーション
　を進めるとともに、通年輸出体制を構築します。
●東京オリンピック・パラリンピックへの道産食材の供給に向け、体制づくりを進めます。

●新たに創設した「ほっかいどう未来チャレンジ基金」などにより、若者の海外
　挑戦を支援します。
●子どもたちの英語力の向上を図るほか、ICTを活用した遠隔授業を実施します。 ●子育て中の女性の就業体験サポートなど、就職

　活動の支援を強化します。
●農業活性化の起爆剤となる女性の就農支援の基
　盤を強化します。

●「北海道ふるさと移住定住推進センター」を拠点に、仕事・住まい・暮らしに関する
　情報をワンストップで提供するとともに、観光窓口と連携した情報発信を進めます。●先住民族文化を有するハワイや台湾

　などに向け、アイヌ文化の本格的なPR
　を行います。

●鳥獣保護区などで新たにエゾシカ
　の捕獲事業を進めます。

●介護従事者の労働環境の改善と負担軽減
　のため、介護ロボットの普及を図ります。

●自然災害の未然防止と被害軽減を重視し
　た、災害に強い地域づくりを進めます。

●北海道みんなの日（愛称：道みんの
　日）の制定イベントを開催します。

●エゾシカの捕獲から有効活用までを一貫
　して行う地域モデルの確立に努めます。

●がん患者の治療と就労を両立
　できる職場環境づくりに向け、
　企業研修を実施します。

●障がいのある方が地域でスポーツ
　に親しめる環境づくりを進めます。

●全道レベルの常設の災害ボラン
　ティアセンターを設置します。

●コンパクトなまちづくり、低炭素化、資源循環などを一体的に行う地域モデルの
　全道展開を進めます。
●木質バイオマスのエネルギー利用を促進します。

●振興局と市町村が協働して地域課題の解決に取り組むプロジェクトを進めます。

●全国初の「メディカルウイング」※の実用化に
　より、医療提供体制の充実を図ります。
　  ※メディカルウイング＝医療専用の小型ジェット機

●食関連やデータセンターなど、本道の優位性を生かした企業誘致活動を進めます。
●若者や専門人材などのU・Iターン就職を促すため、情報発信力を強化します。
●外国人留学生の道内への就職を促進します。

働き方改革によるワークライフバランスの実現

次世代を担う成長産業の創造

地域（ふるさと）産業の「地力」アップ

食の可能性を最大限に発揮した輸出拡大 世界を目指し、未来を担う人づくり

北海道150年～財産の継承と新たな価値づくり～

世界に誇る「ふるさとの歴史文化」の浸透・発信

獲る活かす・道産ジビエのブランド展開

暮らし・交流を支える交通ネットワークの形成

北の住まいるタウンの推進

強靭でやさしいまちづくり

現場力を活かした地域政策の推進

安心のユニバーサル北海道づくり

活力ある地域を支える健康づくり・地域医療の推進

●普通科の生徒など、新たな担い手の掘り起こしと
　育成を進めます。
●醸造用ぶどうの生産拡大や栽培技術の向上により、
　質の高い道産ワインづくりを進めます。
●秋サケの生産回復やホタテガイ・ナマコなどの資源増大に向けて技術開発を進め
　ます。
●道産CLT※の生産体制の整備を進めます。　※CLT=板の各層を直交で組み合わせた集成材

●「北のふるさと事業承継支援ファンド」
　を活用し、小規模企業の事業承継を
　支援します。

●自動走行実証試験の誘致のほか、次
　世代自動車産業への理解を深め、人
　材育成を進めます。

●人手不足が深刻なIT産業や宿泊業の
　企業に対し、働き方改革のプランナー
　を派遣します。

●多様な働き方を支えるモデルプラン
　の作成と普及を進めます。

化対策の強化

環境づくり
就業体験 ポ ど 就職

●「稼ぐ観光」という意識を高め、国際的に質
　の高い観光地づくりに取り組み、インバウ
　ンド（訪日外国人旅行）の加速化を図ります。
●地域のDMO※を支える人材育成やクルーズ
　船の誘致のほか、アイヌ文化やスポーツツー
　リズムなど本道の特色を生かしたインバウ
　ンド需要の喚起に取り組みます。
　  ※DMO=観光地域づくりをリードする専門的なしくみや機能

●新幹線や地方空港を活用した道内全域への誘客の拡大を進めます。
●外国人観光客の受入体制の充実、空港の機能強化などに取り組みます。

●第2子以降（3歳児未満）の保育料を所得に応じて無償
　化するほか、不育症の治療費に対する支援を行います。
●地域と連携し、食事の提供などを行う子どもたちの居場
　所づくりを進めます。

未来志向の人財育成

地域経済のグレードアップ

新・グローバル戦略の展開

女性・若者の力が発

「北海道暮らし」

海外

す。 ●子育
活動
●農業
盤を

●「北海道ふるさと移住定住推進センタ

▶特集（主な重点政策）に関するお問い合わせ 道庁政策局 ☎（011）204‐5132 北海道　重点政策 検索

地域創生を次のステージへ。さらなる連携で
成果を高め、取り組みを加速させていきます。平成29年度

北海道予算
（主な重点政策）

特  集

次代へつなぐ
地域づくり

地域経済の
グレードアップ

新・グローバル
戦略の展開

未来志向の
人財育成

四つの視点を連携させて
確実な成果へつなげます。

答え：17日。松浦武四郎が明治政府に「北加伊道」の名称を提案した日にちなんでいます。詳しくは右上の「お知らせ！赤れんが」内の記事をご覧ください。

■外国人観光客

平成27年度 平成32年度

500万人
達成へ208万人

平成27年 773億円

1,500億円達成へ
1,000億円達成へ

■道産食品輸出

平成37年

平成30年

●女性や若者を対象としたバス運転手の確保、地域
　の実情に応じたバスの利用促進を進めます。
●北海道新幹線を活用して北東北との交流を図ると
　ともに、開業効果を全道に広げる2次交通の充実
　に努めます。

●「北海道新エネルギー導入加速化基金」を活用し、エネル
　ギーの自給と循環など、地域の取り組みを支援します。
●燃料電池車を公用車として導入するほか、水素ステー
　ションの整備を支援します。
●ロケット・人工衛星の開発や活用促進、航空宇宙分野
　への参入を支援します。
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次号の
お知らせ

8月号は7月19日（水）に
配布開始の予定です。

※人口は年4回公表される
　統計資料に基づき直近の
　データを掲載しています。

もと

この広報紙は環境に優しい植物性
インキを使用しています。本文には
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

●当選の発表は発送をもって
　かえさせていただきます。

●応募先 　　　　　〒０６０-８５８８（住所不要）
　　　　　北海道広報広聴課「当てよう！道産品」係

●応募期限：6月29日（木）必着 応募いただいた方の個人情報は、当プレゼントの発送以外には使用いたしません。

●応募方法：アンケートの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、本紙への意見・感想を記入の上、
　　　　　　ハガキ、パソコンまたは携帯サイトでご応募ください。

ハガキ

パソコン 広報紙ほっかいどう 検索

6月号の中で興味を持ったのは、どの記事ですか

①特集（平成29年度北海道予算）
②お知らせ！赤れんが　③報告！道議会　
④未来への元気遺産！
⑤なるほど！知るほど！物語

次のアンケートに答えて道産品を当てよう！

携帯サイト

北海道の食文化「ジンギスカン」は軍服づくりがきっかけ。
当てよう！

●掲載記事の関連ページ、広報紙アンケート結果、広報紙のバックナンバーなどの閲覧も上記から
　アクセスできます。  ※3月号のプレゼントには、3,387件の応募をいただきました。

▶お問い合わせ　び・ふらねっと ☎080-6080-8241（井川）

　北海道で羊肉が初めて食べられたのは大正時代。軍服の素材だった羊毛
が、第1次世界大戦が原因で輸入が途絶えたため、1918（大正7）年、政府は
国内生産を計画し、滝川市や札幌市月寒など
全国5カ所に種羊場を開設しました。
　その後、羊毛だけでなく食肉としての活用を
広めるために考案されたのがジンギスカンです。
　北海道最古といわれるレシピは、1931（昭和
6）年発行、北海道種羊場長・山田喜平著『緬羊
と其飼ひ方』にあり、しょうゆ、酒、砂糖、トウガラシ、ショウガ、ネギ、ごま油を
合わせたタレの中に羊肉を30分ほど漬け込み、焦げ付かないよう金網にご
ま油を塗り、再度タレを付けながら七輪で焼いて食べると書かれています。
　その他、焼き物8種、揚げ物6種、煮物12種、内臓料理5種など、数多くの
レシピが紹介されており、羊肉普及への熱意が感じられます。
▶お問い合わせ　NPO法人北海道遺産協議会事務局 ☎（011）218-2858

北海道の人口
平成29年3月末
前年同月比

総人口  　
5,348,102人
29,680減

男  　　
2,524,810人
14,567減

女  　　
2,823,292人
15,113減

抽選で30名様ちゅう　せん

「北のハイグレード食品S 2017」に選定された
（株）もりもと「北のちいさなケーキ  チェリージュエリー」
（10個入り）をプレゼント!

チ
ェ
ッ
ク

道 産 品北海道ならではの食の由来や知られざる歴史を紹介します。

　裁縫好きな農家の主婦3人が、2008年に美瑛町で開催された農作業着の
ファッションショーに参加したことがきっかけで、仲間に楽しく働いてほしいと

「び・ふらねっと」を立ち上げ、おしゃれで機能的な農作業
着の制作と販売を始めました。
　「きれい」「かわいい」「かっこいい」デザインをモットー
に、前かがみの作業やトラクターの運転など、仕事のスタイ
ルに応じた作業着づくりを心がけています。農作業の経験
から生まれるアイデアを盛り込んだ作業着は、農閑期に開
く展示会などで評判です。

農業とデザイン編

　32年前に夫の実家、美瑛にて就農。当時
の作業着は、地味で同じ形のものばかりでし
た。「洗える日よけ用の帽子がほしい」「ハウス
の中は暑いので蒸れない生地がいい」「携帯
電話用のポケットは取り出しやすい位置に」
など、毎日の農作業で感じるそれぞれの要望
を形にしています。
　若い人たちも楽しく働けるような作業着をこれから
も作り続けていきたいです。（「び・ふらねっと」井川 公子さん）

北海道を元気にする、
人・もの・アイデアを紹介します。

ほっかいどうほっかいどうほっかいどう

若い人も楽しく働ける

農業にしたい！

▶お問い合わせ　ひよこデザイン（NPO法人あうるず内） ☎（0155）67-6305

「おしゃれな農作業着」がなければ
自分たちで作ればいいっしょ！
農家・デザイナーグループ「び・ふらねっと」／富良野市・美瑛町

帯広市

富良野市
美瑛町

生産者のこだわりを

デザインで伝えたい。

市市市

生産者と若手デザイナーが手を組んで
新たな地域ブランドが続 ！々

「ひよこデザイン」／帯広市

北海道遺産にも選定されている
ジンギスカン

※
こ
の
広
告
は
、広
告
主
の
責
任
に
お
い
て
北
海
道
が
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。

楽しく仕事ができる農作業着

「び・ふらねっと」
（左から）井川さん

菅野 三津子さん

竹内 紀代子さん

未来への

農作物の魅力を伝える
メッセージカードやパッケージ

「ひよこデザイン」
デザイナー

菊池 尚美さん

　デザインの力で十勝の魅力をもっと向上させようとNPO法人あうるずは、
2009年に若手デザイナーを育成する「ひよこ
デザインプロジェクト」を立ち上げました。
　プロジェクトには5人が参加し、「埋もれている
農畜産物に新しい付加価値をつけたい」と、若い
感性でパッケージやロゴマークを手がけました。
プロジェクト終了後も、メンバーの1人がデザイン
事務所として活動を継続。デザインを通して地域ブランド化にも取り組み、小麦
生産者と消費者の交流イベント開催に関わるなど、活動の幅も広がっています。

　十勝で生まれ育ちましたが、野菜の特徴や
栽培方法もほとんど知らなかったので、今も
農家さんの畑に直接出向いて学んでいます。
　同世代の農家さんと協力して、出荷されずにいた小さ
なジャガイモの商品化を試みたり、農業イベントの協力
をするうちに、デザインが農業に役立つことを知りました。
　今後、「地元でデザインの仕事をしたい」という仲間を
増やし、デザインの力で農作物のおいしさや品質、こだわ
りを伝えていきたいですね。
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